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腸内常住菌である，大腸菌群及び乳酸菌群が，共
に腸管系病原菌に対して拾抗的乃至は感染予防的に
働くものであることは経験的に知られている。大腸
菌群に関しては， Nissle以来其の効果が言われて
おるが，最近 H. Siedekωが大腸菌のー株を臨床
的に応用して効果を挙げたと報告している。乳酸菌
群の効果は， Metschnikoff (1908)以来その効果が
伝えられている。当教室に於ては，無菌飼育動物を
利用して腸内常住菌の作用を究明しているが，河合
氏(2)が無菌雛に於て， B. Sporogenesの腸内腐敗
菌としての悪影響が，腸球菌の同時投与によって除
かれ得ることを証明した。
動物腸管内に於ける，常住菌と病原菌との拾抗現
象は常住菌の減少によって感染率が上昇するとし、う
牛場氏(3)の一連の実験からも知られることである。
著者等は，生体の腸管系伝染病に対する防禦能力と
し、うものを作用機転の順序から次の如く仮定してい
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る。若し腸管内常住菌が有効なりとすれば，次の各
機転の何れかを増強するものと思われる。 
1) 病原菌の括抗的増殖阻害
常住菌の存在による pHの愛化，栄養素的安化，
其の他病原菌発育に対する拾抗物質の産生等。
の病原菌の腸管細胞結合阻害
組織細胞の聞に病原菌に対する特定の親和力を有
する部分があり，この部分が常住菌によって占有さ
れるという説〈ペこれには次の免疫現象もあづ、かつ
て力あるものと思われる。 
3) 腸管組織の免疫
病原体が腸管組織に結合しても，更に侵入するこ
とが出来ないか，侵入しても増殖阻害又は殺菌作用
を受ける。 
4) 腸管淋巴組織の発達
細胞組織に侵入し，更に淋巴組織内に侵入した病
原菌に対して淋巴組織の括促殺菌作用が働らく。腸
内常住菌に淋巴組織の増強作用があるかも知れな
い。
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5) 体液性因子の殺菌力増強
体液性因子とは血液及び淋巴液等を指すが，この
中に血清殺菌力，白血球貧喰能，免疫抗体，補体等
の作用が考えられ，更に試験管内血清反応によって
見出し得なし、殺菌物質，或は protectivearttibody 
ゅの存在が考えられているが，腸内常住菌はこれ等 
の作用を強めるのではないか。
以上は病原菌の生体感染現象を Hostparasi te 
の関係から考えた諸段階である。腸内常住菌の何れ
の種類が，この各々の段階に影響を与えているか，
叉は，どの様にして影響を与えてし、るかを知ること 
は衛生学的見地から生体防禦能力の本態を知る上に 
重要な問題である。この問題ほ無菌飼育動物を介し
てのみ明瞭にされ得[る問題であって，当教室の当面
の研究課題となっている。
著者は最後に挙げた体液性因子の中の血清殺菌力 
が無菌動物に於ては正常動物に比してどの様tこ愛化
するか，叉，大腸菌感染によってどの様に愛化する
かを比較検討した所，興味ある結果を得たのでこ与
に報告する次第である。
第 11章無菌飼育鶏雛血清の殺菌力に
関する研究
第 1節交献的考察
鶏雛の無菌飼育は古く Pasteur (1885)ωの言に
端を発し， Schottelius (1899，1902，1908)C6)(7)(8) 
の3回にわたる実験の結果最長 30日の鶏雛無菌飼
育に成功したのが最初で、ある。彼は栄養学的に見
て腸内菌叢が生体に必要であると論じた。次いで 
Cohendy (1912)ωが鶏雛無菌飼育で最長 45日を
報告，彼は腸内菌叢無用論を唱えた。
その後ブラシスで Balzamく1会7)<10)が鶏雛無菌
飼育用飼料の成分と滅菌を改良考案し，最長 59日に
成功した。この時期に我が国に於て初めて内藤・小 
林両氏(11)が鶏雛無菌飼育を開始し，最長 19日飼育
した。次いで当教室の赤沢氏(1942ア12)が松村前教
授時代に独自の飼育箱を考案L，最長 40日の鶏雛
無菌飼育に成功した。 1943年に至りアメリカ，ノ{
トルダム大学教授 Reyniersは劃期的な無菌飼育
装置， Reyniers germfree systemを完成し，鶏
雛及び白鼠の長期無菌飼育に成功し，更に 1946年
白鼠(13)， 1949年鶏雛(14)の夫々無菌繁殖実験に成功
した。叉当教室に於ては，谷川教授の命により昭和
26年再び鶏雛帯、菌飼育を開始，河合・斎藤両氏(15)
に依り独特ρ装置を改良考案し，鶏雛の無菌飼育に
成功した。続いて昭和 31年，田波助教授(16)は新ら
しく横型無菌飼育装置を完成し，著者はこれを使
用，鶏雛の無菌飼育実験を行った。
次に血清の示す殺菌作用は Hans Buchner 
(1891)C17)の報告，即ち有名な Alexin説以来，
Metschniko旺(1905)C18)の喰菌説と共に生体の感
染防禦作用の重大な因子とされて来た。 Buchner
は古くから知られている血液の殺菌性は，細胞成分
を除し、た血清中にもあり，試験管内でも之を証し
た。その後， M. Gruber & K. Futaki.(1907)， 
A. Pettersson， A. Fleming (1922); Dozois 
(l943)C19)等，数多くの血清の殺菌性物質に関する
報告がある。叉， 各種動物血清の殺菌スペク qトラ
ム，即ち各種グラム陽性及び陰性菌に対寸る殺菌作
用を T.H. Mackie and M. H. Finkelstein(20)， 
w. Martin(2D， B. Abdoosh(22)等が報告している。
併し正常血清の殺菌力の本態に関しては未だ明確お
知見はない様である。 Nungester(23) (24)は血清の殺
菌作用を 560C，30分加熱処理で効力がなくなる易
熱性の殺菌系と，なくならない耐熱性の殺菌系(例
えば B. subtilisやB. anthracisを殺菌する 
anthracocidinや M. lysodeikticusを殺菌する 
lysozyme等〉とに分け，前者には補体の存在が必
要であると述べている。
我が国では与の点に関じて，東大衛生学教室，伝
研， 東京医科歯科大学等ω)(26)で一連の綿密な研究
がなされ，正常血清の殺菌作用が感染に際して演ず
る役割を明確にしている。相沢氏(25)は正常血清の
殺菌性物質は少くとも 2つ以上の構成要素より成
とnormalBacteriolysin或はBactericidinり， 
称すべきものが菌体に接着し，次いで補体が接着す
ることにより殺菌過程が発現すると解している。尚
殺菌作用に関与する補体の分析的研究は，近年
Pillemer(27)によって進められ，殺菌作用の重要
な一端を担う血清蛋白 properdinが分離された。
これにより殺菌機構の解明は一段と進歩した。我々
の研究は将来，正常血清の殺菌力の何れの部分が大
腸菌感染によって愛化されるか，叉他の常住菌によ
って血清殺菌力の愛化はどうなるか等を調べる1広要
があり，これらの実験を鶏雛以外の無菌動物につい
て行わねばならないが，兎に角，無菌雛と大腸菌感
染雛との聞に著明な血清殺菌力安化を認め得た。
第 2節実験方法 
第 1項無菌飼育装置
田波助教授の考案，作製による横型無菌飼育装置
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を使用した。この装置はボイラー，手術タンク，飼 無菌雛を得る為には卵殻の滅菌に特に注意すべきで、
育タシグ 1号及び 2号， 特殊ゴム手袋， フィルタ あって，先に河合・斎藤氏(15)が報告した如く，各
勺連結筒，除湿装置， 送気ポンプ，空気調節装 種消毒剤の殺菌効果を種別，濃度別に検定した所，
置，送気量加減装置，排気瓶とこれらを接続する配 昇京水が最も効果が確実であるが，動物に対する毒
管の各部分より成り，暗乳動物用に作製されている 作用を除く為に最後に無菌水にて良く洗瀧， r胃拭す
が，鶏雛飼育には次に述べる germicidaltrapを ることに依って瞬化に悪影響を及ぼさ Yる事を確認、
手術タ Yグに接続するニとにより簡単に手術タンク した。依って卵殻の滅菌は当教室にて従来行われ
を瞬化タンクとして使用出来る。此のタシグ系の滅 ている方法に従ったが，昇末の腐蝕作用に対する
菌は蒸気発生ボイラー及びタンクの構造上 105 ~ germicidal trap保護の目的にて簡易な搬入器具 
1100C問の温度の蒸気を 30分間宛3日間歌的に送 J を考案し，之を使用した。即ち市販のベーグライト
入する方法を採用し，完全な無菌環境を獲得するこ 製の卵ケースに誘導紐を附した第 2図に示す如きも
とが出来た。 のである。これは最後に 390C，200倍昇宗水中にて 
germicidal trapの構造は第 1図の如くであり， 洗蔽1.5分完了した卵を昇京水中に沈め， 同時に昇
厚さ 5mmの鋼鉄製でこれを手術，飼育両タシクの 宗水中にてケースに入れ，ケースの間隙に昇末液を
連結筒部に接続し，高圧蒸気で 1200C，30分間滅菌 充して密閉し，誘導紐を両端にフックにて留め，
した。滅菌終了後，ノミルプコック c，d，を閉鎖し， germicidal trap中に沈める。 4分保存後，勝化タ 
a，b，を利用して上室に 390C，50倍稀釈オスパン シク側の誘導紐を手袋を介して引き入れ，瞬化タソ
液 5000ccを充した後に a，b，を閉鎖する。次いで グ内に導入する。導入を終った空ケースは，逆に外 
c，d，を開いて下室にオスパユノ液を流下させると液 側の誘導紐により導出される。この際誘導紐は消毒
面は第 1図の如くになり，下室の左右が消毒剤によ 液外へ出さざる様注意すべきである。
って遮断される。しかる後に連結筒部の飼育タシク 以上一連の方法を要約すると次の如くである。
側を開放し， germicidal trapの準備が完了する。 a.) 390C滅菌水中で，外科刷子に石鹸をつけて
この装置の細部の構造に就いては文献(16)に詳しい 摩擦・洗瀧 3分， この間過度に回転せざる事を要
ので省略する。 す。 
第 1図 ジャーミサイダノレ・タラップ
b.) 390C，2%クレゾーノL液中にて刷子を用いて
摩擦・洗瀧1.5分。 
c. ) 390C，200倍昇宗水中にて洗樵1.5分。 
d.) 390C，200倍昇末水中にて卵ケ{スに入れ， 
390C，50倍稀釈オスパン液を充した germicidal 
trap中に 4分保存。 
e.) 瞬化タング内に導入， 卵殻表面を無菌水に
て洗糠，無菌ガーゼにて清拭，安置する。
第 2図卵搬入器具及び方法
1 ノペンif){
昇采水 g~ 
第 2項無菌雛の瞬化及び飼育 
1) 婚化予定 48時間前の白色レグホーニ/種卵を
選定し，検卵器にて生死を鑑別，雛胎活動が活溌な
ものを選び，保温を密にして運搬し，石鹸・消毒剤
を用いて卵殻を滅菌し，消毒剤を充した germici-
dal trapを通して贈化用無菌タシク内に納めたの 昇来水 ;tスノくンj復
}- 1・1
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この実験では瞬化タンク内で無菌騨化せしめた
後，雛を別の飼育タング 2個に分住せしめた。無菌 
雛を移動させるには予め連結筒を接続し，高圧滅菌
1200C，25 ~30分行い，しかる後それを介して雛を
移動した。贈化タンク内気温は 38 ~ 360Cに調整
L，気湿は 80%前後とした。最初6羽の瞬化があ
ったので，それを飼育タシグ 1号に移し，それより
約 6~12 時間遅れて 5 羽の瞬化があったので，そ
れを飼育タンク 2号に移した。
2) 飼育タシグは湿度 60%前後に調節し，気温
は雛の贈化後日数に応じて 390Cから 28 ~270C Vこ
下げた。雛の発育につれてJタYク内湿度が上昇する
から，送気量を大とし，又は送入空気の湿度を落し
て，平均 60~70% の湿度状態を維持する様にし
た。送気量は平均して容積約 100立のタンクに対し
て 1時間約 5回の換気を行うに足る量を送入した。
無菌雛の飼育法，無菌試験方法については河合・斎
藤氏(15)の報告の通りである。
3) 飼料は農業技術研究所処方の完全飼料(玉萄
加圧蒸気滅菌した。ゼタミン Cは 1羽について 12
mg/1日，ピタミ':/B1は飼料 100gにつし、て 10mg
の割合に滅菌溶液の形で Cは飲斜水に， B1は飼料 
に混じて投与した。水は 1200C30分加圧滅菌水を
適宜に自由量摂取せしめた。 
の供餌は初期 1日3回，後期 1日2囲で主、とし
て自由摂食せしめたが，毎朝体重測定前には餌箱が
空虚となる様に按配した。体重測定は隔日に行つ
た。 
第 3項普通雛の飼育
箱型育雛箱を用い，吉江氏(28)が行った方法によ
づた。飼料は無菌雛と同ーの基礎飼料を使用した
が，滅菌せず叉ピタミ yの添加も行わなかった。
第 4項大腸菌投与法
普通飼育雛の尿より， E. M. B.平板を用いて分
離し，性状が Escherichiacoliに一致する株を任
意に 50株 CE1--E50)保存した。 50株の E.coliの
各 1白金耳宛を滅菌生理的食塩水に浮漉せしめ，無 
菌的に硝子アンプルに封入し， germicidal trapを
黍 50%，魚粉 10%，大豆槽 14.5%，磁 15~る，脱脂 通してタシグ内に導入した。菌投与はシヤ{レー中
米糠 8%，CaC03 2%，NaCI 0.49%，MgS04 0.01 
%， 蛋白質含有量 22%)の初生雛・用粉砕飼料を基
礎飼料とし，これに飼糾 100g当りバ Yピタン 1錠
(成長後は 2錠に増量する〉を加えて， 120oC，30分
第 3図犬腸菌投与雛発育曲線 
の飲料水に約 1000/ccの割合に浮離せしめ，全雛が
摂水した事を認めた後，飲料水に覆をした。
第 5項血清の殺菌作用検定法
藤井氏(29)等の行った方法に従った。 
1) 血清:雛血清は無菌保持の為め，心勝穿刺を 
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.行い，直ちに遠心分離した血清を用いた。F 
2) 使用菌株:Salmonella typhi 0:-901株(伝
研より分与されたもの〉及び当教室にて普通雛より
分離した Escherichiacoliの1株 CE3) である。 
3) 菌液:普通寒天斜面培養 24時間後の集落よ
氏Krebs-を確実にとり，(2mg)白金耳1り， 
液 10cc Vこ浮離せしめ，更に同液を用いて 2X 10-5 
mg/cc vこ稀釈したものを用いた。この液の 2倍稀
まニニ町 釈 10-5mg/ccは血清を同量加えた時と同じ条件に
() Eミ 12 16 20 21 28 3~ 36 40 なり，柳田氏のピペット寒天法にて培養した場合最
ー由一+日 以
も計算に便利な集落数を示す。 
第 4図無菌雛発育曲線 
4) 菌数計算法:柳田氏のピペット寒天法を用い
た。本法は平板普通寒天による菌数計算に比して，
材料及び場所が極めて僅かですみ，しかも反応時聞
をE確に規制出来るので優れた方法である。ピペッ
トは 1ccの検定治メスピペットを使用した。 
5) 菌数測定培地:Yeast extract 1 g，肉エキ
ス10g，ポリペプト γ10g，NaN03 4 g，寒天 8g，
L...J..............J一一~一一L..J_'_'_斗ー_L_Lームー」ー- の処方で作った培地を溶かして，卵白を000cc水1.12 lG 20 24 28 32 36 40 15 U 4 
司一歩臼数 加え充分に加熱し，漏紙屑を用し、て吸引i慮過した麗
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挨のない透明な培養基を 4.5ccずつ分注して高圧滅 第 3図及び第4図に示した通りである。第E群の体
菌した。 重増加速度は第工群に比して，最初の駒化に 4~8J
6) 殺菌作用測定用のメジウム:なるべく菌の 時間の遅延を認めたものであるが，初期4---6日間
死滅が少く，しかも菌の増殖が少なし、ものとして 発育速度の低下を認めたがその後の発育連度は大 
Krebs氏液 (0.9%NaCl 100 cc，1.15%. KCI 4 差を示さなかった。第 I群には贈化後21日自に大 
cc， 1.22% CaC12 3cc， 2.11% KH2P04 1cc， 腸菌投与を行った。大腸菌投与の発育に及ほす影響 
5.82% MgS04・7H20 1 cc)を使用した。 は，その後の 2---4日多少体重増加に停滞を示した 
7) 血清殺菌力の測定手技:採取した血清に等 様であったが，その後の体重増加は第E群を幾分上
量の菌液を混ぜて直後， 5分， 15分， 30分， 60分， 廻っていることが知られた。第E群の 1羽は最初よ 
120分後にその一定量(0.5cc)を取って，予め 400C り特に体重増加が著しかったが，発育曲線の性質(30)
に溶融保存した菌数測定用培地 (4.5cc)に加え充 は第工群の他の雛と殆ど同じであった。尚，第I群，
分混合した後， 1.0 ccメスピペットにとり，両端を 第E群共に癖化後 12日前後に軽度の発育曲線の不
プム帽及び滅菌小試験管で覆った後 370Cの瞬卵器 連続点が見出された。無菌雛のとさかの発達は，大
中で 24時間培養後に療集鏡を使用， ピペット中の 腸菌投与群のそれに比して極めて不良で‘あった。大
培地に生ずる明瞭な白し、小斑点の数，即ち集落数を 腸菌投与群のとさかの発達は，普通飼育のものと大
計算した。ピペットに於て 0.1cc (即ち全体の 1/10 差がなかった。
目盛〉中の集落数を任意の 5カ所よりとり，その平 第 2項雛血清殺菌力の比較
均値を求め，その時の菌数とした。作用温度は湯浴 普通飼育，大腸菌単独投与，無菌飼育の各雛をと
中にて常に 370Cに一定した。対照は菌液に血清の り，各々より無菌的に血清を採取して，同一条件を
代りとして Krebs氏液を同量混合したものを用い もって同時に血清殺菌力を検定し，力価を比較し
た。血清の殺菌力曲線は，対照及び血清の夫々直後 た。この実験を開始する前に 2羽の正常雛 (50日〉
の菌数を 100として，それに対する時間的経過によ の血清殺菌力を検定した所，第5図に示す如く典型
る菌数の菱化を全て百分率 C%)に換算し，生存率 的な S.typhi 0-901の生存率曲線が得られた。こ
として表示した。 れが正常雛血清殺菌力曲線として他の実験の基準と
血清殺菌力は，実験条件の僅かの差によって影響 なる。
を受けることが大きし、ので比較すべき実験例は同一 .0 Salmonella typhi O-901殺菌力の比較:
条件で同時的に行った。例えば無菌雛血清と有菌雛 第 6図に示した如く，普通飼育雛及び大腸菌単独
血清を比較する場合は採血，血清採取，稀釈，菌液 投与雛に於ては，明瞭な殺菌効果が見られたが，無
添加，生菌数算定等を併行的に行い，同様に必ず対 菌雛の血清殺菌力は軽微であった。尚，この実験は
照として Krebs氏液中の生菌数も算定した。 38日雛で各2匹を用いて行ったもので作用温度は
第 3節実験成績
この実験では，同時に贈化する予定の卵を瞬化予 第 5図正常鶏雛血清殺菌力 
定48時間前に入手し，先手、菌雛2群と普通飼育雛 1
群とに分け，同一飼料を用いて飼育を行い特に無菌 -)(.、‘、‘-.-
群は出来るだけ同一条件になる様に環境条件を調節 司. ‘、
して飼育を行った。無菌状態で発育中の 2群の， 1 、、、句、x対照
群に大腸菌を投与し一般状況，体重増加，血清の
殺菌力を比較観察したもので，同時に普通飼育とも
比較観察した。
第 1項無菌雛と大腸菌単独投与雛の体重
増加状況
無菌飼育雛は6羽の第工群と 5羽の第E群とであ 20 
ったが，第工群は事故により 1羽が死亡し，第E群 10 
は2羽が不明の原因により瞬化後 12日までに死亡
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殺菌力を示し，大腸菌単独投与雛に於ては普通雛よ	 時間(分) 
りも喜弘、程度の殺菌力を示し，無菌雛に於ては極め
2) 雛血清殺菌力の作用温度による影響:
て軽微な殺菌効果を現わしたに過ぎなかった。尚，
瞬fげ麦 40日の普通雛の血清の S. typhi 0-901 
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370Cで、あった。対照，即ち Krebs氏液に懸渇し， 
370Cに保存した S. typhi 0-901の生菌数は殆ど
斐化を示さなかった。
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この実験は， 40日雛で無菌雛 1匹， f也は各 2匹を用
いて行ったもので， その他の条件は S. typhi 0一
901の場合と同じで、あった。
第 7図無菌飼育・大腸菌単独投与・普通飼育

雛血清の E.coli (E3)殺菌力の比較

ーム" 
ω120 
←ー ーー __. 普通飼育対照
に対する殺菌力を，作用調度 300Cと370Cの二条件
に分けて同時に行ってみると，第 9図に示す如く， 
300Cではその効果がf尽く現われることを知った。
第 9図温度による血清殺菌力の恋化 
(300Cとお70C) 
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第 6図書手、菌飼育・大腸菌単独投与・普通飼育
雛血、請の S.typhi 0-901殺菌力の比較
ー --_.対照
』ー一一司無菌飼育
←一一一-普通飼育
第 3項雛血清殺菌力の考察実験 
1) 幼弱雛の血清殺菌力:
勝化後 1週日， 2週目及び 3週日の普通雛の血清
の S. typhi 0-901に対する殺菌力を同時に同一
条件で試験してみると，第 8図に示す如く， 1週雛
の血清殺菌力は微弱であって， 2週雛及び 3週雛の
血清殺菌力は 30-40日雛と近似したものであるこ
とが知られた。作用温度は 370Cで、あった。
第 8図雛発育週別血清殺菌力 
K園田園田副大腸菌単独投与 的問(分)
』田園園田 無菌鏑育
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3) 雛血清殺菌力の血清稀釈による影響:
瞬化後 50日の普通雛血清を Krebs氏液を用い
て原液， 2倍， 4倍に稀釈し各々の S.typhi、0-
901に対する殺菌力を試験してみると，第 10図に示
す如く，稀釈倍数の多いもの程弱し、殺菌力を示すこ
とが知られた。第6図，第 7図の無菌雛の血清殺菌
力をこれと比較すると，無菌雛血清は大略の所普通
雛血清の 4倍稀釈以下の弱し、殺菌力を有するものの
如くである。
第 10図正常雛(50日〉血治殺菌力と稀釈倍数 
トー一一司対照
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第 4節小括並びに考按 
以上の実験を要約すれば，
わ横型類、菌飼育装置を使用して第 I群 5羽，第
E群 3羽の雛を無菌状態に 40日間飼育した。
2) 第 I群は餌付後 21日目に鶏より分離した E・
coliを約 104/ccの割合に飲料水にまぜて投与した。
1，II群の発育を比較すると，第工群は菌投与後3
---4日間体重増加速度の低下が見られたがその後の
発育速度は無菌の第E群を上廻っていた。とさかの
発達は無菌群に於ては著しく不良であったが大腸菌
投与群では普通雛と大差がなかった。 
3) 発育38--40日に於て，第 I群中の 4羽と，
第E群の 3羽と，同時に階、化した普通飼育雛4羽と
をとり，心餅穿刺により血液を採取し，血清を分離
して，各々の血清殺菌力を作用温度 3TCで同時に
同条件で検定した。被験菌は E.coli及び S.typhi 
0-901であった。無菌群 (ll)の血清は， E. coli 
に対しても S. typhi 0-901に対しても共に殺菌
、.
力が弱く，特に E. coliに対して極めて微弱であ
った。大腸菌投与群 (I)の血清は， S. typhi，E. 
coli共に著明な殺菌力を示したが特に S.typhiの
殺菌力が強く現われた。普通飼育群は E.coli，S. 
typhi共に強い殺菌力を示したσ 
4) 雛血、清殺菌力に就ての予備実験を追記すれ 
ば，
i) 普通幼弱雛の血清殺菌力は極めて弱く，無菌
雛と同程度であるが贈イ七後 2週目に入れば著明な殺
菌効果を現わした。 
ii) 普通 40日雛の血清は温度条件 370Cの場合
が 300Cv:こ較べて強い殺菌力を示した。 
iii) 普通 50日雛の血清殺菌力は稀釈倍数に比例
して殺菌効果を減じた。
これらの実験によって普通飼育雛の血清殺菌力の
¥， ，90~\\. 常態を知ることが出来た。
一、‘'¥ ト¥.¥80 
" 次に無菌雛の発育曲線に就て考えられることは，70 ¥ 
¥ " 瞬化後 12日目頃に一般に体重増加が一時減少する。
60
¥
本例ではそれが明瞭ではないが過去の経験ではその
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点が著明なものが多い。これは恐らく雛卵黄の消失
時期であって栄養摂取状態の転換期に当るものと J思
¥ 、
、 われる。斎藤氏(3Dの実験によればこの時期に大腸
、
菌を投与すれば著明な体重増加の抑制が起るが，こ
の大腸菌の障害は同時に腸球菌を投与することによ
って起らなくなる。雛卵黄期に血清殺菌カヵ，~~l 、こ 
とは一つの興味ある事実であると思われる。
大腸菌投与群は平均して幾分体重増加率が高いこ
とが認められ，無菌群に比してとさかの発達が良く
赤!朱を帯びてし、たが，此の状態は普通雛と同程度で
あったから，無菌雛のとさかの発達が不良であった 
ことが首徴である。以上の外形上の相逗が単に腸内 
の類、菌・有菌の差によってくるものであるか，大腸 
菌が飼料中に混じて起す副次的な飼料愛化の結果で 
あるかは不明である。 
第 III章無菌飼育海摂血清の殺菌力に
関する研究
第 1節支献的者察
前回の実験で著者は無菌鶏雛の血清殺菌力を検討
したが，鶏雛血清の殺菌力に関する報告は殆どな
く，殺菌力価も人・白鼠・海狭等に比して劣ってい
るので，新型高圧無菌飼育装置の完成と共に海摂の
無菌飼育を行い，無菌海漢の血清に就いて前回と同 
様の実験を行って見た。
海摂の無菌飼育は Nuttal &Thierfelder(1895， 
第 2号 戸叶: 無菌飼育動物血清の殺菌力に関する研究 -399-
96，97)C32)に依って初めて行われ最長 13日飼育し
た。その後 Cohendyet Wollman (1914)<33)の海
狽無菌飼育最長 29日の報告あり。暫く中断されて
いたが， 1936年スウエーデシに於て Glimstedt
(1932，1936)<34)(35)(加が飼料を改良， 考案して独自
の装置により最長 60日の海摂無菌飼育に成功した。
此の噴(1930年頃)，既に Reynierザ 13)は白鼠の無 1
菌飼育実験に着手し，妊娠母獣の帝王切開術を無菌
的に実施する為めに germ-free operating unit 
を考案製作し，無菌飼料の研究と相まって白鼠の長
期無菌飼育に成功し，画期的な成果を 1946年発表
した。、我が国に於ては 1946年名犬病理学教室宮川
教授(37)(38)(抑制〉が海摂無菌飼育に着手し，種々の
飼育装置を試作，改良L，苦心の末 1951年高庄蒸
気滅菌可能な M-51式無菌飼育装置を完成，次いで
小林氏飼料(41)の考案に依り， 1954年最長 150日の
無菌飼育に成功した。当教室に於ても 1956年谷
川教授の命に依り崎乳動物の類、菌飼育を計画し， 
田波助教授(16)が横型無菌飼育装置を作製， これは
装置の構造上間歌滅菌を行い長時間を要しその他の
操作も複雑なる為め，次し、で 1957年完全な新型高
庄無菌飼育装置を考案，作製し海誤解、菌飼育を開始
した。実験使用の為め途中にて採血死亡せしめたが
最長 51日の無菌飼育に成功Lた。
暗乳動物の無菌飼育は鶏雛の無菌飼育に比して，
飼育法・飼料の点で遥かに困難で， これらを克服
して得られた無菌海摂は例数に限りがあり極めて貴
重な実験材桝である。今回の実験でも無菌飼育海摂
8匹中 45日以上生存し得たのは 5匹であった。 
叉，本実験で、は自然海摂即ち母獣により母乳を以
って自然発育せしめたもの，滅菌飼料海摂即ち母獣
より分離して滅菌処理飼料を以て飼育した海摂及び、
無菌飼育海狭即ち手術タ γグに依り妊娠母獣を帝王
切開し無菌的に仔獣を摘出し飼育タングに移して無
菌飼育したものの 3群に分け，夫々の発育状態，血
清殺菌力等を調べた。前回と同様に大腸菌投与も行
った所，これらの間に興味ある結果が現われたので、
報告する。
第2節実験方法 、
第 1項無菌飼育装置
今:回は田波助教授設計，東京平山製作所作製によ
る1200C，30分間加圧蒸気滅菌可能な新型高圧無菌
飼育装置を使用した。この装置は高圧発生ボイラ
，ーフィノレター  1号及び 2号，手術タング，飼育タ
ンク 1号及び 2号，ネオプレン人造コ、、ム製手袋，補
助フィルター，飼料滅菌装置兼連結筒，除湿装置，
送気ポンプ並びに補助ポンプ，排気瓶とこれらを接
続するパイプ系統の各部分より成っている。この装
置の構造・使用法に関しては後日詳細な報告がある 
と思うのでこ Lでは簡記しておく。高圧発生ボイ守ラ
ーは高圧蒸気径をこの装置専用に設計製作したも
の。フィノレターは内径 27cm，高さ 100cmの円筒
形で脚が付き内部に glass-fiberを充填し，空気
鴻過に使用する。手術タシグは 6inm鋼板を用い
内径 60cm，長さ 120cmの横型円筒形で下部に動
物送入室あり，それにエレベ{夕{が付し、てをり回
足した妊娠海摂を挙上し，上部の無菌室との間にあ
る干術用開窓にビニール膜をとりつけ，それに腹部
が密着する様になる。飼育タンクは手術タシクと同
寸法で動物送入室と手術用開窓は持たなし、。手術・
飼育タシグ共に底部にJ恒温水槽を有し保温の役目を
果すb両タニ/グの両側には各々 2個の手袋装着口と
1個の観察窓あり，手袋装着口に耐熱性ネオプレン
製の手袋をとりつけるο両タングの空気送入部に各
々2個の補助フィルターがついてし、る。連結筒は前
間のタシグより奥行が長くこ Lで飼料の滅菌も行
う。除湿装置，送気ポンプは前回のタシクと同一で
排気瓶は縦型に改良，タンク及びフィノレター乾燥用
に補助ポンプ。を増設した。滅菌はフィノレター，.手
術・飼育タユ/グ共に 1200C，30分行い，手術・飼育
タyクは蒸気量の関係で別々に滅菌した。これによ
って完全な無菌状態を保つことが出来た。
第 2項無菌海摂の摘出及び飼育 
1) 分娩予定 10 ~30 日 ι前の妊娠海摂を購入，流
早産予防の為め震動・保温に注意して運搬した。購
入に当り純系が望ましいが現在の段階としては入手
困難なのでなるべく毛色や毛の長短が一定したもの
を使用した。これらの妊娠海演は 200Cに調節した
恒温飼育室にて繁殖用配合飼料(42)を以って飼育し
た。無菌飼育に於て摘出した仔獣が未熟及び体重が
少いと大半は死亡するので，完全に成熟し且つ体重
の多い仔獣を得ることが特に必要である。それには
分娩予定時日の的確な判定が必要であり，我々は次
の諸点に留意して妊娠海狽を選択する。腹部触診に
より産仔数・大きさを推定し，一腹の産仔数が多い
程体重は少ない傾向にあるので，産仔数の多いもの
は除外し，分娩直前になると著しく膨大した腹部が
扇平となり，恥骨結合部が関大しー横指楽に入る粒:
のl隔になる。この様な母獣を選び帝王切開術を行
ラ。
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2) 術前  20分妊娠母獣に Vita-Campher0.2 cc 
皮注，グーバ一氏勇万にて腹部を出来るだけ広範囲
に剃毛し次いでエパグレームを使用残毛を完全に除
去して腹部皮膚を露出せしめる σ予め高圧滅菌した
固定台に上下肢を固定，手術野を Grossich氏法
に従い消毒する。 これらを終了後再び Vita-Cam-
pher 0.2 cc皮注， 回定台に載せた俸動物送入室の
エレベーターに移し，蓋を閉じてエレベーターを挙
上する。すると第 11図に示した如く腹部がビニー
ル膜ピ密着し準備が完了する。術者及び助手は夫々
手術タ Yグの両側より消毒した手指を手袋に挿入，
手術を開始する。手術手技は，腹部正中線上に 6~ 
8cmのどこ{ノレ膜を通して筋層を含む皮膚切開を
加え順次ぺアンを以てビニール膜と気密に挟んで行
く。、次いでオスパ γ液を浸したガーゼにて周囲を保
護し腹膜切開を行し、膨大した子宮をとり出すσ 子宮
壁を末端より切開し素早く仔獣を摘出し，先ず鼻口
部の芋膜を剥離呼吸することを確かめて残りの羊膜
をとり，瞬帯を圧挫して切離する。同様な手技によ
り次々に仔獣を摘出する。此の間手術タング内は気
温 310C，湿度 60%に調節し，無菌保持の為め常に
陽圧を保つ様に注意すべきである。摘出した仔獣は
連結筒を介して飼育タシグに移動させる。
第 11図動物送入室内部  
3) 飼育タシグは気温 300C，湿度 60% vこ調節し，
気温は日数の経過と共に 28 ~ 250Cに下げた。飼育
タンク内の小ケージに移した仔獣は 2~3 時間経っ
と毛が乾燥し自由に歩行を開始する。飼斜は名大小
林氏飼料(41)を使用，術後 18時間目より乳仔獣用無
菌飼料 NG27号をピペットにより授乳，援乳間隔
は 3 時間毎で 1 日 6~7 回全量 10 ~20 cc (17 ~34 
cal.)位とした。ピタO':;/Cは隔日に 20mg皮下
注射し，水は自由量を摂取せしめた。生後 5，.;..7日
目より NG27の援乳と共に中成獣用無菌飼料 NG 
36号を投与する。併し生後 30日迄は NG27を主
とし NG36は従である。生後 30日以後は NG27 
の投与を中止し NG36のみを以て飼育を行う。木
実験では固型飼料 (NG36)の自由摂食が不十分で
ある為めに生後 30日以降も NG27の投与を中止
出来なかった。体重測定は毎朝一定時刻にこれを行
った。
第 3項 自然海摂及び滅菌飼料海摂の飼育
自然海摂は 200Cの恒温飼育室にて母獣により母
乳を以て飼育し，離乳後は一般飼育用配合飼料(42)
を以って飼育した。滅菌飼料海摂は分娩後母獣より
離し環境条件を無菌飼育タ  yグと同様に調節した
ふらん器内にて無菌海演と同ーの滅菌した飼料 NG 
27及び NG36を用いて飼育した。水及びピタミゾ
の供給，体重測定等全て無菌海摂と同じに行った。
第 4項大腸菌投与法
自然海摂の母獣の尿より E.M.B.平板を用いて
分離し，性状が E.coliに一致する株を任意に数株
とり， それを 107jccに稀釈して germicidaltrap 
を通して無菌的にタシグ内に導入した。これを 1匹
に 0.2ccの割合で飼料と混合して飲ませた。
第~5 項血清の殺菌作用検定法
海摂血清は無菌的に心勝穿刺を行い，直ちに遠心
分離した血清を用い，以下全て第E章，第 2節，第 
5項に従った。
第 3節実験成績
この実験では第 1次帝王切開にて 3匹の海摂を摘
出，翌日再び第 2次帝王切開を行い 3匹を摘出，更
に 2日おし、て第 3次帝王切開を行し、 2匹追加し，合
計 8匹無菌飼育を行った。それと並行して自然海摂 
6匹，滅菌飼料海摂 6匹を飼育した。無菌海摂 8問
中 3匹は各々生後 9日， 22日， 24日自に死亡，残り 
5匹中生後 35日目に 2匹を別のタシグに分住させ，
大腸菌投与を行った。滅菌飼料海狽 6匹中 1匹は 20
日以内に死亡，残る 5匹中 2匹に大腸菌投与を同様
に行った。以上の 45日以上生存した無菌海摂，滅
菌飼料海摂，自然海狭，大腸菌投与海摂に就て血清
を採取，これらの聞の血清殺菌力を比較した。
第 1項無菌海摂と対照、海摂の体重増加状況
無菌海摂，滅菌飼料海摂，自然海摂，大腸菌投与
海摂の発育曲線(平均体重増加曲線〉は第 12図に示
した通りである。自然海摂の体重増加は著明であ
り，それに比して他の海摂は体重増加が低調であ
る。滅菌飼料海摂は帯、菌海摂に比して発育曲線がや 
L不良で、あったが，これは出生時平均体重が少なし、
のでその影響を受けてし、るものと J思われる。類、菌海
摂は生後 5日目噴迄体重減少が著明であったが，滅
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菌飼料海摂はそれが殆ど認められなかった。生後 35 た。この症状は生後 30日目頃には殆ど消失した。
日目に大腸菌を経口的に投与したが無菌海摂，滅菌 脱毛(特に腹部)， 脱匹は無菌海摂の一部に著明にι
飼料海摂共に直ちに体重減少が現われ，無菌海摂は 現われたが滅菌飼料海狽には現われなかった。
その後の体重快復が緩慢であるのに対し，滅菌飼料 第 2項海狭血清殺菌力の比較
海狽は快復が著明であった。大腸菌投与による影響 本実験の開始に先き立ち，前回と同様，自然海摂
も無菌、海摂は下痢・食息不振が強く，元気がなくな (生後 50日)2匹の s.typhi 0-901に対する血清
ったが，滅菌飼料海摂は下痢軽度で食思あり 1日で ι 殺菌力を検定した所，第 13図に示す如く著明な殺
元気を快復した。生後 10日日現より無菌海摂の大 菌力曲線 (2匹平均値〉が得られた。これを他の実
部分に後肢を引きづり，腰が立たなくなる症状が現 験の標準とした。
われ，ピタミン B群を注射することによって快復す り無菌飼育・無菌飼育大腸菌投与・自然飼育海
る所を見るとビタミシ B不足症状と息われた。滅菌 ノ狽血清殺菌力の比較:
飼料海摂にも他少この傾向があったが軽度であっ 各 2匹づ Lの血清殺菌力を検定し平均を求めた
第 12図無菌飼育海摂と対照海狽の発育曲線 所， 第 14図に示した如く， 自然海狽に比
して無菌海棋の血清殺菌力は 15分迄は署
-・・園田・・同. fi然海m
無以jf).ff'ÎÌ刷).~ 明であるがそれ以後は極めて軽微であっ
~---x 無的自'Jj子1・j、!磁的投与海m
減iWfl'uf'li毎m た。併し無菌海摂に大腸菌投与を行った場
300 持・.-ー ---x 1滅的例料大 易的役与海保 
合は自然海摂と同程度以上の著明な殺菌
力を示した。作用温度は 370Cで使用菌株
250 
は s.typhi 0-901で、あった。尚，対照即ち 
Krebs氏液に懸濁し 370Cに保存した s. 
typhi 0-901の生菌数は軽度に減少した。 
休 200 2) 滅菌飼料・滅菌飼料大腸菌投与・自
然飼育海摂血清殺菌力の比較:
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第 13図 自然飼育海摂血清殺菌力
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求めた所，第 15図に示した如く滅菌飼料、
海摂は自然海摂には劣るが相当著明な血清
殺菌力を現わした。尚，滅菌飼料海摂に大
腸菌投与を行ったものは，滅菌飼料海摂よ
り強く，自然海摂より弱L、殺菌力を示し
た。作用温度・使用菌株は実験りと同じ
で、あった。
第 3項海摂血清殺菌力の考察実験 
1) 	 自然飼育海摂発育日数別血清殺菌
力:
生後 20，40，60日の自然海摂血清の s. 
typhi 0-901に対する殺菌力を同時に同一
条件で検定すると，第 16図に示す如く，
生後 20日が最も弱く， 40日がこれに次ぎ， 
60日が最も強い結果が現われた。作用温度
は370Cで対照の減少は比較的少かった。 
2) 自然飼育海摂血、清の稀釈倍数と殺菌
力:
生後 50日の自然海狽血清を Krebs氏
液にて原液， 2倍， 4倍に稀釈し，各々の 
s~ typhi 0-901に対する殺菌力を検定す
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• • 
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第 14図無菌飼育・無菌飼育大腸菌投与・自 ると第 17図に示す如く，稀釈倍数の多い程殺菌力
然飼育海摂血清の殺菌力 は弱くなるが，原液と 2f告は僅かな差であり， 4倍
』一一-・対照 もかなりの殺菌力を有することが知られた。これよ
回一一無菌飼育 り推定すると，滅菌飼料海摂の殺菌力は大体4倍稀
、、 ・一一一『 自然飼育 釈血清に等しく，無菌海摂の殺菌力は4f音稀釈血清無菌飼育大腸菌投与x-.._.x .. 
-・.‘・・・ より遥かに弱し、様である。作用温度は 37
0C。
第 17図 自然飼育海狭血清稀釈倍数と殺菌力 
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3) 殺菌スペグトラム:
生後50日の自然海摂血清を 3つに分けて，同時に 
S. typhi 0-901，E. coli F6及び StaphylococcuS 
aureus 209-Pに対する殺菌力を 370Cに於て， 30 
分迄観察した所，第 18図に示す如くであった。こ
れにより海摂血清は S.typhi 0-901に対しては著
明な殺菌力を有するが， E. coli Foに対しては極め
て徴弱で， Staphylo. 209-Pに対しては全然殺菌
力を持たす、逆に増加することが知られた。
第 4節小括並びに者按 

以上の実験を要約すれば
 
1) 新型高圧無菌飼育装置を使用して合計8匹の
海摂無菌飼育を行った。その中 5匹は 45日以上生
存し，実験の為め飼育途中で採血死亡せしめたが最 
d長 51日の無菌飼育に成功した。 
2) 発育曲線は無菌海摂及び滅菌飼料海摂共に同
._‘ー
.句.，..崎._"'X. ι- 様の体重増加を示したが，これに比して自然海摂の
-ー.ー '-.x 体重増加は蓬かに良好であった。 
3) 生後 35日目に無菌海摂2匹， 対照として滅
40 
菌飼料海摂2匹に大腸菌投与を行った所体重減少は
30 
両方に現われたが無菌海摂は一般症状がひどく体重
20 
快復も遅れた。滅菌飼料海摂はそれに比して体重快
10 
復も早く一般症状が軽度であった。 
5 15 30 60 	 120 4) 生後 45~51 日に於て心餅穿刺により無菌海 
時間(分) 
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。S. typhi 0-901 2) E. coli F s 3) Staph. 209P 10日目噴よりビタミン B不足を思わせる症状が無
菌海摂に著明で、あったが，その明確な原因は不明で
ある。今後の検討を要する。無菌飼育の場合に毛の
鶏雛及び海摂の無菌飼育を行い，殊に海摂の無菌
飼育は多くの技術的困難を伴ったがそれらを克服し
並びに主として血清殺菌力を観察して次の結果を得
た。 
1) 雛に於ては大腸菌投与群が無菌群に比して体 
第 18図殺菌スペクトラム
(自然飼育海摂血清の S. typhi 0-901，E. coli 
Fs，Staphylo. 209 Pに対する殺菌力〉
照
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獣から分離するのに数時間最長 48時間位時間をお
いたのでその影響があると思われるが，併し滅菌飼
料海俣の方が初期体重減少は少ない様である。生後
80 
、.、、 ‘@ 
30 
3ー」 
発育が殊に悪かったことは，滅菌飼料の影響もある
が飼育環境及び暗育操作に改良すべき点があるも Q
と思われる。
第 IV章総括並びに結論
て成功し，両者の発育状況，大腸菌投与による影響
5 15 5 15 30 重増加速度も早く，とさかの発達その他の発育状況
時間(分) 時間(分)
が良好であった。
狽，滅菌飼う時海摂，犬腸菌投与海狭及び自然海摂の 2) 海狽に於ては自然母乳飼育海摂が体重増加，
血清をとり殺菌力を検定した。無菌飼育，無菌飼育 発育状況共に最も優れてをり，滅菌飼料飼育海摂と
大腸菌投与，自然飼育海摂の血清殺菌力を同時に調 無菌飼育海摂は体重増加大差なく共に低調であっ
ベた所自然海摂に比して無菌海摂の殺菌力は初期 た。大腸菌投与によっても両者共に休重減少が起つ 
15分迄著明であるがそれ以後は極めて軽微であっ たが無菌海摂は影響が大で快復が遅れた。叉，無菌
た。併し無菌海狭に大腸菌技t与を行った場合は自然 海摂は脱毛，脱庇が著明であった。
海狽以上の強い殺菌力を示した。叉，滅菌飼料，滅 3) 正常の雛及び海摂血清は何れも S.typhi 0-
菌飼料大腸菌投与，自然海狽の血清殺菌力を同時に 901に対して著明な殺菌力を有するが，殊に海狭血
調べた所滅菌飼料海摂は自然海棋には劣るが相当薯 請は殺菌効果が雛より強かった。
明な殺菌力を示した。滅菌飼料海摂に大腸菌を投与 の無菌飼育雛及び無菌飼育海摂の S.typhi 0ー
した場合は殺菌力は更に増強された。今回の実験で 901に対する血清殺菌力は共に正常のそれに比して
は対照即ち Krebs氏液に浮離せしめた被験菌の自 極めて微弱であった。
然死滅は雛の実験よりも著明であった。 5) 無菌雛，無菌海摂共に大腸菌を投与すると 
5) 海摂血、清殺菌力の予備実験を追記すると S. typhi 0--901に対する血清殺菌力は著し〈増強
i)海摂血、清殺菌力は生後 20，40，60日と発育目 され，夫々の正常血清殺菌力より強し、殺菌効果を示
数が経つに従って強くなったの した。 
i) 海摂血清殺菌力は稀釈倍数に比例して殺菌 6) 滅菌飼料海摂の S.typhi 0-901に対する血
効果を減じた。 清殺菌力はかなり著明であり，これに大腸菌を投与 
ii) 海摂血清は S. typhi 0-901に対しては署 すると一層増強されるが正常の血清殺菌力には及ば
明な殺菌力を有するが， E. coliに対しては極めて なかった。
弱く， Staphylo. 209-Pに対しては全然殺菌力を 7) 無菌雛のE. coliに対する血清殺菌力は殆
持たなかった。この実験により自然、海摂の血、活殺菌 ど殺菌効果が認められなレ程微弱であったが，大腸
力の常態を知るととが出来る σ 次に発育状況及び曲 菌を投与すると正常雛のそれと同程度に迄増強され
線に就て考えるに，無菌海摂は初期の体重減少が著 た。
明であったが滅菌飼料海摂にはこれが殆ど認められ
なかった。これは今回の実験では滅菌飼料海摂を母 稿を終るに臨み，終始御懇篤な。る御指導と御校閲
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を賜わった思師谷川教授並びに田波助教授に深甚の
感謝を捧げ，併せて無菌飼育に協力を惜まれなかっ
た教室内各位に厚〈御礼申し上げます。
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